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戦略的育種・生産基盤に基づいたマサバ養殖産業の構築 

 

１ 代表機関・研究統括者 
国立大学法人 九州大学大学院農学研究院 太田 耕平 

 
２ 研究期間：令和５年度～令和９年度（５年間） 

 

３ 研究目的 
持続可能で儲かる養殖産業を実現するために完全養殖マサバをモデルとして戦

略的育種・生産基盤に基づいた養殖生産体制の構築にかかる開発研究を行う。 

 

４ 研究内容及び実施体制 

①  完全養殖マサバ生産システムの高度化 
ICT統御による海面養殖生産システム、地下海水利用による陸上養殖生産システ

ム、ブロックチェーン技術を使ったトレーサビリティの導入と国内外販路開拓 
（ウミトロン株式会社、唐津市、中村学園大学栄養科学部） 

②  低魚粉・高付加価値型の新奇飼料開発 
高水温・低水温に適した昆虫餌料を使った給餌試験・健苗性の解析、機能性成分

含有昆虫餌料を使った給餌試験、肉質評価及び低魚粉化飼料養魚の選抜育種 
（宮崎大学農学部） 

③ マサバ早期種苗生産技術の開発 
日長・水温調節による採卵の 5 ヶ月早期化、マサバ組換えレプチンの生体投与

による採卵の 3ヵ月早期化 
（九州大学農学研究院、唐津市） 

④ ゲノム・幹細胞操作よる次世代型育種技術開発 
不妊化-妊性回復技術の完成、ゲノム情報とマーカーアシスト選抜による高成

長・高温耐性系統を作出ならびに生殖幹細胞のバンク化と代理親魚を用いた個

体再生・系統保存法の開発 
（九州大学農学研究院） 

 

５ 最終目標 
完全養殖マサバの生産システム高度化・生産コスト低減、持続可能性の高い飼

料の開発、周年種苗生産、高成長・高温耐性系統育種など戦略的育種基盤により

商業的重要種マサバを低価格で安定的に供給できる儲かるマサバ養殖産業の創出 

 

６ 期待される効果・貢献 
科学的根拠を備えた安心･安全な品目として完全養殖マサバを周年輸出できる

高い競争力を持ったマサバ養殖産業の構築と振興、国連の持続可能な開発目標

（SDGs）「飢餓をゼロに」及び「海の豊かさを守ろう」への貢献 

 
【連絡先 国立大学法人 九州大学農学研究院 092-802-4599】 
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